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令和４年８月２２日 

中百舌鳥イノベーションシンポジウムを開催しました。 

NAKAMOZU イノベーションコア 
創出コンソーシアム 会員 

・公立大学法人大阪 大阪公立大学 

・堺商工会議所 

・公益財団法人堺市産業振興センター 

・株式会社さかい新事業創造センター  

・株式会社池田泉州銀行 

・株式会社エスポワール 

・大阪ガス株式会社 

・大阪市高速電気軌道株式会社 

・大阪信用金庫 

・関西電力株式会社 

・株式会社スマートバリュー 

・大和ハウス工業株式会社 堺支社 

・大和リース株式会社 

・西日本電信電話株式会社 関西支店 

・株式会社ガバメイツ 

・堺市 

 

支援・協力機関 

・株式会社日本政策金融公庫 

 「中百舌鳥イノベーションシンポジウム」は、社会に改善や前向きな変

化をもたらすイノベーションの果たす役割や堺市での事例・中百舌鳥

におけるイノベーション創出に向けた取組を、イノベーション創出の担い

手となる市内外・全国の事業者に発信し、中百舌鳥発のエコシステ

ム形成を促進することを目的に開催したイベントです。 

 本イベントをキックオフとして、今後、経済的・社会的インパクトのある

イノベーション事例を集め、定期的に大手インターネットメディアや

SNS等を通じて全国に発信することで、中百舌鳥の認知度向上とイ

ノベーション創出を継続的・自発的に生み出すエコシステム形成を目

指します。 

 【中百舌鳥イノベーションシンポジウム（チラシ）】 
 

１．中百舌鳥イノベーションシンポジウムとは 
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【NICCC 事務局】  
堺市  建築都市局  都市整備部  
中百舌鳥・拠点整備担当  
〒590-0078 堺市堺区南瓦町 3 番 1 号 15 階  
TEL:072-340-0389/FAX:072-228-7897 

２．開催中の様子 

 会場の S-Cube多目的会議室では、たくさんの方にご参加いただ

き、非常に盛会となりました。また、本来の目的である全国発信の

ため、カメラ 4台を配置し、YouTube でのオンライン配信を実施

しました。 

 開会挨拶は永藤市長から堺市の現状や取組についてお話いただ

き、シンポジウムがスタートしました。 

 基調講演では、一般社団法人シェアリングエコノミー協会 代表理

事の石山アンジュ様から、シェアリングによる持続可能な共生社会

の実現について、実体験を交えてお話いただきました。 

 その後、事務局から NAKAMOZU イノベーションコア創出コンソー

シアムについて、ご紹介と施策のご案内を実施しました。 

 また、パネルディスカッションでは、石山様に加え、堺市内外のスター

トアップ企業の代表者３名（グラムス㈱ 三浦大助氏、Flora㈱ 

クレシェンコアンナ氏、㈱Compass 大津愛氏）から経済的社会

的インパクトのあるイノベーション創出の取り組みや地域におけるエ

コシステム形成について、ご意見いただき、モデレータのりそな総合

研究所の藤原部長を中心に活発な議論が展開されました。 

 今回のイベントは、民間企業・ベンチャー企業の経営層・管理職の

方を中心に、現地 30名、オンライン 57名にご参加いただき、今

後の取り組みにつながるものとなりました。 

 アンケート結果としまして、「とても有意義であった」、「有意義であっ

た」の合計が 100％となり、全ての方に有意義であったとお答えい

ただきました。また、参加された目的としましては、「関西スタートアッ

プへの関心」と、「堺市内での起業・共創を探索」というお答えが多

数を占めました。 

【開催中の様子】 
 

３．パネルディスカッションでのご意見 

 最初に、石山様からはシェアを通じた新たな経済・社会モデルの

浸透によって、持続可能な共生社会につながること、三浦様から

は常に問題を発掘し続ける姿勢の重要性を、クレシェンコ様から

は全ての女性が安心したマタニティライフを過ごすことが出来る社

会を作るための取組を、大津様からはワーキングプアをなくし、誰

もが夢を見られる社会にするため、低年収の方のキャリアマッチン

グの取組について、お話いただきました。 

 共通して、身近な社会課題解決を目指すビジネスにおいては、

ビジョンの共感でつながることがポイントになると藤原様から総括

いただきました。 

 また、新たな価値を創造するエコシステム形成について、議論い

ただき、公共、金融機関、会議所、大学等との連携が必要なこ

とや、いい意味での起業廃業の新陳代謝や循環が生まれる社

会を目指すことで新しいビジネスが起こる環境づくり、社会的価

値の可視化、いわゆるインパクト指標の必要性について、ご意見

をいただきました。 


